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一 般 社 団 法 人 Ｊ ミ ル ク 

 

平成 29 年度「乳の学術連合」学術研究公募のご案内 

 

謹啓 時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く

御礼申し上げます。 
さて、この度「乳の学術連合」では、牛乳乳製品の価値向上に繋がるとともに乳を通して

社会に貢献するための多種多様な情報を広く収集・発信することを目的に、「平成 29 年度

『乳の学術連合』学術研究」として、一般社団法人Ｊミルクとの共同により、構成組織であ

る「牛乳乳製品健康科学会議」「乳の社会文化ネットワーク」「牛乳食育研究会」それぞれの

分野に係る学術研究を下記の通り、広く公募することとなりました。 

つきましては、公募の趣旨および要領をご理解頂き、「乳の学術連合」学術研究公募への

積極的なご参加ならびに関係者各位の御承引を戴きますようお取り計らいをお願い申し上

げます。 
謹白 

 

記 

 

Ⅰ．平成 29 年度「乳の学術連合」学術研究 

組 織 分 野 研究対象 

牛乳乳製品健康科学会議 「牛乳乳製品健康科学」

「牛乳乳製品の価値向上に繋がる医学・

栄養学・食品科学・体育学等の分野の課

題」に係る学術研究 

乳の社会文化ネットワーク 「乳の社会文化」 「乳の社会文化価値」に係る学術研究 

牛乳食育研究会 「食と教育」 
乳を活用した「食に係る教育の新たな知

見」に関する学術研究 

  

牛乳乳製品健康科学会議

乳の社会文化ネットワーク

牛 乳 食 育 研 究 会



Ⅱ．募集（申請）期間 

平成 28 年 10 月 1 日（土）～平成 28 年 12 月 31 日（土） 

 

Ⅲ．学術研究公募内容 

各分野の公募内容については、別紙 1～3 をご参照ください。 

 

Ⅳ．同封物 

  ①「乳の学術連合」学術研究の公募ポスター：総合版（A３） 

  ②「牛乳乳製品健康科学」学術研究の公募チラシ（A４） 

  ③「乳の社会文化」学術研究の公募チラシ（A４） 

  ④「食と教育」学術研究の公募チラシ（A４） 

 

Ⅴ. その他（問い合わせ先等） 

  ＜乳の学術連合 ホームページ＞ http://m-alliance.j-milk.jp/ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

  

＜乳の学術連合＞ 

我が国における牛乳乳製品の消費の維持・拡大及び酪農乳業と生活者との信頼関係の強化を図っ

ていく観点から、牛乳乳製品の価値向上に繋がる多種多様な情報を「伝わり易く解かり易い表現」

として開発し、業界関係者及び生活者に提供することを目的とした健康科学分野・社会文化分

野・食育分野の専門家で構成する組織（※）の連合体です。（一般社団法人Ｊミルクの外部連携

組織） 

※）健康科学分野組織＝「牛乳乳製品健康科学会議」、社会文化分野組織＝「乳の社会文化ネットワーク」 

  食育分野組織＝「牛乳食育研究会」 

＜事務局・お問い合わせ先＞ 

〒１０４－００４５ 東京都中央区築地４丁目 7－１ 築地三井ビル 5Ｆ 

一般社団法人 J ミルク 内 ｢乳の学術連合｣事務局  担当：西本 朋己 

電話 ０３－６２２６－６３５２  FAX ０３－６２２６－６３５４  E-mail  t-nishimoto@j-milk.jp 



別紙１ 

 

Ⅰ．「牛乳乳製品健康科学」学術研究の公募について（牛乳乳製品健康科学会議） 
「牛乳乳製品の価値向上に繋がる医学・栄養学・食品科学・体育学等の分野の課題」に係る学術研究 

1. 募集（申請）期間 

平成 28 年 10 月 1 日（土）～平成 28 年 12 月 31 日（土） 

2. 募集テーマ・内容 

 研究テーマ 内 容 

(1)特定研究: 最近の社会的課題や研究ニーズに対応したテーマに関する研究 

① 
スポーツにおける牛乳乳製品の栄養

的意義に関する研究 

スポーツにおける牛乳乳製品の栄養的意義について、幅広い内容

にて研究を公募する。特に、アスリートや発育期のスポーツにお

ける牛乳乳製品の意義に関する研究 

ｷｰﾜｰﾄﾞ: アスリート、発育期のスポーツ、トレーニング、体力（筋

力、持久力など）、パフォーマンス、体調、疲労回復、減量、増

量、栄養バランス、熱中症予防 

② 
牛乳乳製品が免疫機能に及ぼす影響

に関する研究 

牛乳乳製品あるいはその成分の免疫機能に及ぼす影響に関する

基礎的・臨床的研究。特に、牛乳を摂取した際の免疫指標の変化

に関する網羅的、探索的な研究（単一の牛乳成分についての研究

も対象とする）。 

ｷｰﾜｰﾄﾞ: 牛乳、牛乳成分、免疫機能調節、免疫指標、自然免疫、

免疫寛容、免疫不全、アレルギー、感染防御、抗炎症 

③ 
牛乳乳製品とメンタルヘルスに関す

る研究 

牛乳乳製品による「抗ストレス」「抗疲労」「抑うつ」などの効果

に関する研究。 

ｷｰﾜｰﾄﾞ: 睡眠、リラックス、認知機能、生体リズム、抗ストレス、

抗疲労、抑うつ、異常行動、非社会的行動、発達障害、ADHD、自

閉症、メンタルヘルス、腸脳相関、健康心理、心身の健康、労働

衛生、（高齢者の）生きがい、眼精疲労、更年期うつ、ヘルスリ

テラシー、食育 

(2)一般研究: 当該研究領域に関連する幅広い視点や新規性のある研究 

④ 
各ライフステージにおける健康と牛

乳乳製品 

各ライフステージについて、基礎研究を含め幅広い内容の研究。

ｷｰﾜｰﾄﾞ: 妊娠期、授乳期、幼児期、学童期、思春期、青年期、壮

年期、高齢期、メタボリックシンドローム、フレイル、ロコモテ

ィブシンドローム、サルコペニア、介護予防、給食、美容、アン

チエージング、腸内細菌叢、糖尿病、認知症 

 

3. 研究採用数 

上記（１）、（２）をテーマとする研究計画の応募申請の中から 15 件程度を採用する。 



4. 応募資格 

国内の大学及び短期大学、専修学校、国・地方公共団体の設置する研究所、独立行政法人の研

究機関等で学術研究を行っている研究者等(大学院生含む)、またはこれに付随する研究を行って

いる個人の研究者等とする。 

5. 委託研究期間 

原則として 1 年を超えないものとする。 

  但し、研究の内容によっては、最長 3 年間とするが、1 年以上の期間の研究を申請する場合は、

全期間にわたる研究計画・支出計画を申請書に明確に記すこと。 

  なお、年度ごとに中間報告を行い、成果が認められない場合は、研究委託を中止する場合があ

る。 

6. 委託研究費 

年間一件当たり原則として 150 万円(消費税込)以内とする。なお、複数年度の研究においては、

研究年度×年間委託研究費を上限額とする。 

7. 選考方法 

「健康科学会議」学術研究選考委員会が、必要に応じて各分野の専門家の意見を参考とし、審議決

定する。 

＜選考委員会＞ 

委員長 折茂 肇（公益社団法人骨粗鬆症財団 理事長） 

委員 大日向 耕作（京都大学大学院農学研究科 准教授） 

委員 小川 純人（東京大学大学院医学系研究科加齢医学 准教授） 

委員 川原 貴（国立スポーツ科学センター センター長） 

委員 桑田 有（人間総合科学大学大学院 教授） 

委員 齋藤 忠夫（東北大学大学院農学研究科 教授） 

委員 清水 誠（東京農業大学応用生命科学部栄養学科 教授） 

委員 下条 直樹（千葉大学大学院医学研究科小児病態学 教授） 

委員 中村 丁次（神奈川県立保健福祉大学学長） 

委員 細井 孝之（医療法人財団健康院クリニック 院長） 

8. その他（問い合わせ先等） 

詳しい内容は、下記 Web より＜学術研究実施要領＞をダウンロードしてご確認下さい。 

   ＜乳の学術連合 ホームページ＞ http://m-alliance.j-milk.jp/ 
 

 

 

 

 

 

 

 

＜事務局・お問い合わせ先＞ 

〒１０４－００４５ 東京都中央区築地４丁目 7－１ 築地三井ビル 5Ｆ 

一般社団法人 J ミルク 内 ｢牛乳乳製品健康科学会議｣事務局  担当：佐野 晴彦 

電話 ０３－６２２６－６３５２  FAX ０３－６２２６－６３５４  E-mail  h-sano@j-milk.jp 

＜牛乳乳製品健康科学会議＞ 

牛乳乳製品の栄養健康機能に係る学術的エビデンスを研究検証し、研究活動を通じて日本人の健

康増進に貢献することを目的として、平成 24 年 3 月に設立した健康科学分野の研究者で組織さ

れる一般社団法人Ｊミルクの外部連携組織。代表幹事 折茂肇（骨粗鬆症財団 理事長） 



別紙 2 

 

Ⅱ．「乳の社会文化」学術研究の公募について（乳の社会文化ネットワーク） 
「乳の社会文化価値」に係る学術研究 

1．募集（申請）期間 

  平成 28 年 10 月 1 日（土）～平成 28 年 12 月 31 日（土） 

2．募集テーマ・内容 

 (1) 特定研究 

No テーマ 内   容 

① 牛乳乳製品のマーケティング 

牛乳乳製品の需要拡大や価格改善に通じるマーケテ

ィング研究。例えば、価値創造、コミュニケーショ

ン革新、流通チャネル革新、プライシングに関する

研究など 

② 牛乳乳製品の食生活への受容 

牛乳乳製品の食生活への受容の歴史、受容の現状と

課題、「美味しさ」の感情や記憶の創出に関する研究

など 

③ 次世代酪農の可能性 

酪農の持続可能性を強化するための研究。例えば、

酪農生産、フードチェーン、制度・政策、評価手法

に関する研究など（国際比較研究を含む） 

 (2) 一般研究 

No テーマ 内   容 

④ 

乳及び酪農乳業に関する社会的文化的

視点からの研究 

わが国における牛乳乳製品の食文化的意義、酪農乳

業の歴史及び社会経済的な意義に関する研究など

（他の国や民族との比較研究を含む） 

注）「牛乳」もしくは「乳」とは、食品としての牛乳乳製品を意味する。（「乳」にはヤギ乳・ヒ

ツジ乳を含む） 

3．研究採用数 

上記（１）、（２）をテーマとする研究計画の応募申請の中から 8 件程度を採用する。 

4．応募資格 

国内の大学及び短期大学、専修学校、国･地方公共団体の設置する研究所、独立行政法人の研究

機関等で学術研究を行っている研究者等（大学院生を含む）もしくは特定の機関等に属さない個人研

究者とする。 

5．委託研究期間 

同一研究計画に対する委託期間は、原則として 1 年を超えないものとし、委託研究契約書に明



記する。ただし、やむを得ぬ事情により研究の継続が必要な場合には、審査委員会の審査を経て、

研究の継続を認めることができる。 

6．委託研究費 

年間一件当たり原則として 70 万円(消費税込)以内とする。ただし、海外渡航調査など多額な費

用が含まれる場合、100 万円（消費税込）以内とする。 

7. 選考方法 

「乳の社会文化」学術研究審査委員会が、必要に応じ各分野の専門家の意見を参考とし、審議決定

する。 

      ＜審査委員会＞    

委員長 生源寺 眞一（名古屋大学大学院生命農学研究科 教授） 

副委員長 江原 絢子（東京家政学院大学 名誉教授） 

委員 阿久澤 良造（日本獣医生命科学大学 名誉教授・特任教授） 

委員 上田 隆穂（学習院大学経済学部経営学科 教授） 

委員 鵜川 洋樹（秋田県立大学生物資源学部アグリビジネス科 教授） 

委員 大江 靖雄（千葉大学大学院園芸学研究科 教授） 

委員 小長谷 有紀（大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 理事） 

委員 小林 信一（日本大学生物資源学部動物資源科学科 教授） 

委員 和仁 皓明（西日本食文化研究会 主宰） 

8. その他（問い合わせ先等） 

  詳しい内容は、下記 Web より＜学術研究実施要領＞をダウンロードしてご確認下さい。 

   ＜乳の学術連合 ホームページ＞  http://m-alliance.j-milk.jp/ 
 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜事務局・お問い合わせ先＞ 

〒１０４－００４５ 東京都中央区築地４丁目 7－１ 築地三井ビル 5Ｆ 

一般社団法人 J ミルク 内 ｢乳の社会文化ネットワーク｣事務局  担当：西本 朋己 

電話 ０３－６２２６－６３５２  FAX ０３－６２２６－６３５４  E-mail  t-nishimoto@j-milk.jp 

＜乳の社会文化ネットワーク＞ 

乳の利用と酪農乳業の発展に関する社会的文化的な研究を通して、わが国乳文化の創造に積極的

に貢献することを目的とする一般社団法人Ｊミルクの外部連携組織。平成 24 年 4 月設立。   

代表幹事 生源寺眞一（名古屋大学大学院生命農学研究科 教授） 



別紙３ 

 

Ⅲ．「食と教育」学術研究の公募について（牛乳食育研究会） 
乳を活用した「食に係る教育の新たな知見」に関する学術研究 

1．募集（申請）期間 

   平成 28 年 10 月 1 日（土）～平成 28 年 12 月 31 日（土） 

2．募集テーマ・内容 

（1）特定研究 

No テーマ 

① 自然科学的な要素をとりいれた教育プログラムに関する研究 

② 社会科学的な要素をとりいれた教育プログラムに関する研究 

③ 「乳」に係る生産・製造・流通等の体験学習を軸にした教育活動研究 

④ 「乳」ならではの教育的価値の解明とその教育効果についての研究 

（2）一般研究 

No テーマ 

⑤ 「乳」に関する教育的視点からの研究 

なお、全てのテーマは乳に係る研究であり、「乳」とは、「食品としての牛乳乳製品やそれを生産流通

する産業としての酪農や乳業など」である。また、「教育」とは、学校教育、家庭教育、社会教育など

である。 

3．研究採用数 

上記（１）、（２）をテーマとする研究計画の応募申請の中から 8 件程度を採用する。 

4．応募資格 

国内の大学及び短期大学、専修学校、国･地方公共団体の設置する研究所、独立行政法人の研究機関

等で学術研究を行っている研究者等(大学院生含む)、またはこれに付随する研究を行っている個人の

研究者等とする。 

5．委託研究期間 

同一調査・研究課題に対する委託期間は、原則として 1 年を超えないものとする。ただし、研究テ

ーマによって複数年の研究が必要な場合は、その限りではない。その場合、申請書に全体の研究計画

の概要の他、各年の研究計画の概要がわかるよう記載すること。また、研究の成果により、さらに研

究の継続が必要な場合には、審査委員会の審査を経て、研究の継続を認めることができる。 

なお、具体的な委託研究期間は、委託研究契約書に明記することとする。 

6．委託研究費 

年間一件当たり原則として 70 万円(消費税込)以内とする。ただし、海外渡航調査など多額な費用が

含まれる場合、100 万円（消費税込）とする。 



7. 選考方法 

「食と教育」学術研究審査委員会が、必要に応じて各分野の専門家の意見を参考とし、審議決定

する。 

＜審査委員会＞ 

委員長 角屋 重樹（日本体育大学児童スポーツ教育学部 教授） 

副委員長 鈴木 由美子（広島大学大学院教育学研究科 教授） 

委員 石井 雅幸（大妻女子大学家政学部児童学科 教授） 

委員 木下 博義（広島大学大学院教育学研究科 准教授） 

委員 木村 純子（法政大学経営学部 教授） 

委員 児玉 浩子（帝京平成大学健康メディカル学部健康栄養学科 教授・学科長） 

委員 佐藤 達夫（食生活ジャーナリストの会 事務局長） 

委員 田中 博之（早稲田大学教職大学院 教授） 

委員 長島 美保子（公益社団法人全国学校栄養士協議会 会長） 

8．その他（問い合わせ先等） 

詳しい内容は、下記 Web より＜学術研究実施要領＞をダウンロードしてご確認下さい。 

   ＜乳の学術連合 ホームページ＞  http://m-alliance.j-milk.jp/ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜事務局・お問い合わせ先＞ 

〒１０４－００４５ 東京都中央区築地４丁目 7－１ 築地三井ビル 5Ｆ 

一般社団法人 J ミルク 内 ｢牛乳食育研究会｣事務局  担当：前 いずみ 

電話 ０３－６２２６－６３５２  FAX ０３－６２２６－６３５４  E-mail：mae@j-milk.jp 

＜牛乳食育研究会＞ 

乳の特徴を活用した食と教育の研究活動を通して、豊かな食体験及び総合的な食知識の習得、食

に対する健全な態度の育成及び適切な食選択能力の向上などの教育的な取り組みをもって、生活

者が生涯を通じて心豊かで健康的な生活を実現することに貢献することを目的とする一般社団

法人Ｊミルクの外部連携組織。平成 24 年 10 月設立。 

代表幹事 角屋重樹（日本体育大学児童スポーツ教育学部 教授） 


